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今月号は「うちゅう」創刊５００号です。



「うちゅう」５００号

月刊「うちゅう」が創刊されたのは、今から４１年前、１９８４年４月のことでした。当

時は大阪市立電気科学館の時代で、「うちゅう」は「星の友の会」発足とともにその会

誌として発刊されました。「うちゅう」は今回発行号で５００号となります。そこで１００号

ごとに、５００号までの道のりを振り返ってみます。

「うちゅう」５００号のあゆみ

【創刊号】 １９８４年４月

メイン記事「ハレー彗星はどこから来たか」 ２年後の１９８６年に

ハレー彗星が回帰する予定であることから、彗星の起源に迫るこ

とができるのではないかと期待が込められた記事でした。編集後

記では、うちゅうに掲載する記事について「天文学の動きをハード

（観測機器等）とソフト（成果）の面からとらえたい」と豊富が述べ

られています。

○１９８４年の出来事

・オゾンホールの発見報告

・ＮＨＫが衛星放送を開始

【１００号】 １９９２年７月

記念号として、電気科学館友の会評議員の皆様方から寄せら

れた原稿が掲載されています。「非ノイマン、非線形、非一様の

世界」と題する記事では、コンピュータで計算される世界と現実

世界の間の違いなどについて解説されています。

○１９９２年の出来事

・宇宙飛行士毛利衛さんがスペースシャトルに搭乗し宇宙へ

・宇宙マイクロ波背景放射のゆらぎの発見

【２００号】 ２０００年１１月

メイン記事「電波望遠鏡で星の誕生を探る」 分子雲の電波観

測による星形成の様子や、近く設置されるＡＳＴＥ望遠鏡、計画

中のＡＬＭＡ望遠鏡について解説いただきました。また、２００号

に寄せられたメッセージも掲載しています。

○２０００年の出来事

・白川英樹博士がノーベル化学賞を受賞

・カメラ付き携帯電話発売

“ＵＮＩＶＥＲＳＥ” ａｔ ５００
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【３００号】 ２００９年３月

メイン記事「『自発的対称性の破れ』と南部理論」 前年の

２００８年に南部陽一郎博士がノーベル賞を受賞したことにちな

み、南部理論の解説記事を掲載しました。

○２００９年の出来事

・世界天文年、日本の南西諸島で皆既日食

・国際宇宙ステーションで、日本が担当する実験棟「きぼう」が

完成

【４００号】 ２０１７年７月

メイン記事「重力波天体の可視光・赤外線観測」 重力波望遠

鏡で観測された天体を、可視光・赤外線望遠鏡でとらえるため

の取り組みについて解説いただきました。また、「うちゅう」のロゴ

などをデザインいただいた岩崎賀都彰さんにご寄稿いただきました。

○２０１７年の出来事

・重力波の検出がノーベル物理学賞を受賞

・囲碁ＡＩの「ＡｌｐｈａＧｏ」が、囲碁トップ棋士に勝利

【５００号】 ２０２５年１１月

メイン記事「ジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠鏡：宇宙のはじまりを探

る冒険」 最新の宇宙望遠鏡によって明らかになってきた、宇宙

最初の星や銀河をめぐる最先端の研究の様子を解説いただきま

した。

○２０２５年の出来事

・坂口志文博士がノーベル生理学・医学賞を、北川進博士が

ノーベル化学賞を受賞／・大阪・関西万博開催

もう一つの友の会冊子「サイエンス友の会ニュース」

１９９６年、既に発足していた「星の友の会」に習い、科学に親

しむための組織として「サイエンス友の会」が発足しました。「サイ

エンス友の会ニュース」は、この会誌として発行された冊子で

す。Ａ４サイズの１２ページで、１９９６年４月から１９９８年２月ま

での２年間、隔月で計１２号発行されました。

「素粒子物理学と大阪」「半導体半世紀」などの専門記事や、

「ドキドキ実験室」と題した科学実験の記事などが掲載されました。

１９９８年４月に星の友の会とサイエンス友の会が合併し科学

館友の会となりました。それに合わせて、「うちゅう」も天文学だけ

でなく、物理・化学などの分野も扱う科学の総合的な冊子となりました。

江越 航（科学館学芸員）

“ＵＮＩＶＥＲＳＥ” ａｔ ５００
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東京大学・播金優一

１．ジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠鏡

図１．ジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠鏡の想像図。上部
が１８枚の六角形の小さな鏡で構成された主鏡で金メ
ッキでコーティングされている、下部は５枚の遮光板。
©ＮＡＳＡ ＧＳＦＣ，ＣＩＬ，Ａｄｒｉａｎａ Ｍａｎｒｉｑｕｅ
Ｇｕｔｉｅｒｒｅｚ

図１．ジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠鏡の想像図。上部
が１８枚の六角形の小さな鏡で構成された主鏡で金メ
ッキでコーティングされている、下部は５枚の遮光板。
©ＮＡＳＡ ＧＳＦＣ，ＣＩＬ，Ａｄｒｉａｎａ Ｍａｎｒｉｑｕｅ
Ｇｕｔｉｅｒｒｅｚ

２０２１年の年末に打ち上げら

れたジェイムズ・ウェッブ宇宙望

遠鏡（図１）は、人類がこれまで

に作った中で最も大きく、性能

の高い宇宙望遠鏡です。２０２２

年の夏に観測を始めてから、わ

ずか３年で３,０００本以上の研

究論文が書かれ、世界中の天

文学者たちを夢中にさせていま

す。多くの研究者が「ジェイム

ズ・ウェッブ宇宙望遠鏡が登場

して、天文学の世界は変わって

しまった」と語るほどです。

なぜそこまで盛り上がってい

るのでしょうか？理由はシンプル

です。

ジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠

鏡はあまりにも高性能で、これまで

見たくても見えなかった宇宙の姿

をどんどん見せてくれるからです。

２．宇宙の夜明けを見たい！

ジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠鏡の最大の目標の一つは、宇宙で最初に生まれた

星や銀河を探すことです。宇宙は１３８億年前に誕生しましたが、最初は真っ暗で、

星や銀河はなく、水素やヘリウムといったガスがただ広がっているだけでした。その

後、重力の働きでダークマターやガスが集まり、最初の星や銀河ができました。宇宙

が初めて明るく輝き始めたこの時代は「宇宙の夜明け」と呼ばれています （図２）。

この宇宙の夜明けがいつ、どのように起こったのかは、まだよく分かっておらず、天

ジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠鏡：
宇宙のはじまりを探る冒険
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図２．宇宙の歴史の概略図。左端が現在で右端が宇宙初期。黄色の矢印の時代が、宇宙
で最初の天体ができた宇宙の夜明けの時代。©Ｈａｒｉｋａｎｅ ｅｔ ａｌ．
図２．宇宙の歴史の概略図。左端が現在で右端が宇宙初期。黄色の矢印の時代が、宇宙
で最初の天体ができた宇宙の夜明けの時代。©Ｈａｒｉｋａｎｅ ｅｔ ａｌ．

文学の大きな謎のひとつです。なぜなら、昔の宇宙にある星や銀河はとても遠くて暗

いうえ、宇宙膨張による赤方偏移の効果で光が赤外線に変わってしまうからです。そ

のため地上のすばる望遠鏡やハッブル宇宙望遠鏡では、それらを十分に観測するこ

とができませんでした。

そこで力を発揮するのが、直径６.５メートルもの大きな鏡を持つジェイムズ・ウェッブ

宇宙望遠鏡です。赤外線にとても敏感で、例えば、以前のスピッツァー宇宙望遠鏡と

比べると感度は１０倍以上です。この高感度の赤外線観測により、これまで見えなかっ

た、宇宙誕生からわずか数億年後にできた銀河まで観測できると期待されていました。

３．データ公開と激しい競争

２０２２年７月、ついに最初の観測データが

公開されました （図３）。天文学者たちは待

ちきれず、初期データが公開されるやいなや

連日徹夜で解析を始めました。私もその一

人です。実際に１３４億年前の銀河をいくつ

も見つけましたが、世界中の研究者が皆だ

れよりも早く論文を書こうと大競争が始まり、

毎日のように新しい論文が発表されました。

その中でも驚いたのは、非常に明るい

１３４億年前の銀河を見つけたときです。徹

夜で解析を進めていた深夜４時にこの銀河

を発見したのですが、「こんなに明るい銀河

があるなんて！」と鳥肌が立ち、目が覚める

ほどの驚きの発見でした。しかし、競争は予

想以上に過酷でした。後からわかったことで

９ポ
８ポ

図３．最初に公開されたデータの一つ、
ＳＭＡＣＳ０７２３銀河団の画像。多くの銀
河の姿が鮮明に捉えられている。
©ＮＡＳＡ，ＥＳＡ，ＣＳＡ，ＳＴＳｃＩ

図３．最初に公開されたデータの一つ、
ＳＭＡＣＳ０７２３銀河団の画像。多くの銀
河の姿が鮮明に捉えられている。
©ＮＡＳＡ，ＥＳＡ，ＣＳＡ，ＳＴＳｃＩ
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すが、ジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠鏡の初期データを使って昔の銀河を探している

グループは、私のところも含めて世界に合計１０もありました。深夜４時に明るい１３４

億年前の銀河を発見した後も、数時間後にはアメリカとヨーロッパのグループが同じ

天体をすでに論文として発表していたのです。熾烈な競争が繰り広げられていま

した。

４．予想を超える数の銀河

こうした解析の結果、私たちのグループは１３４億年以前というとても初期の宇宙

に、合計２０個以上の銀河を見つけました （図４）。見つかった銀河の数は、ジェイム

ズ・ウェッブ宇宙望遠鏡の打ち上げまでに理論研究で予想していたよりもずっと多く、

宇宙の初期には天文学者が予想していた以上にたくさんの銀河が存在していたこと

が分かってきました。このような理論研究はハッブル宇宙望遠鏡などの多くの観測結

果を見事に再現していたため、それらがジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠鏡の新たな結

果を再現できないのは大きな驚きでした。なぜ、理論予測よりも多くの銀河が宇宙初

期で見つかっているのでしょうか？これに関しては初期データをもとにした結果が報

告された２０２２年夏から様々な可能性が検討され、活発な議論が天文学者の間で

巻き起こっていますが、いまだに結論はついていません。ここでは可能性を３つ紹介

します。

１．銀河の中で星がとても活発に生まれている：銀河の明るさは中の星の量に

図４． ジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠鏡で見つかった１３４億年前の銀河の一つ、ＣＥＥＲＳ２_
５８８ （拡大図の中心の赤い天体）。©ＮＡＳＡ，ＥＳＡ，ＣＳＡ，Ｈａｒｉｋａｎｅ ｅｔ ａｌ．
図４． ジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠鏡で見つかった１３４億年前の銀河の一つ、ＣＥＥＲＳ２_
５８８ （拡大図の中心の赤い天体）。©ＮＡＳＡ，ＥＳＡ，ＣＳＡ，Ｈａｒｉｋａｎｅ ｅｔ ａｌ．
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関係します。もし初期の銀河で星の誕生がとても活発だったなら、銀河は明

るく輝き、多く見つかることになります。

２．太陽より何百倍も大きい特別な星（初代星）がたくさんある：宇宙最初の星

（初代星）は太陽の何十倍、何百倍もの質量を持ち、強烈に輝いたと考えら

れています。そのような星が銀河にたくさんあれば、遠くからでも明るく観測し

やすくなります。

３．巨大ブラックホールが銀河を明るくしている：銀河の中心にある巨大ブラック

ホールは、周囲のガスを飲み込みながら強い光を放ちます。その光が銀河

をさらに明るく見せ、数多く発見される理由になっているかもしれません。

どれが正しいのかを調べるため、さらなる観測が進められていますが、いずれにし

ても昔の銀河は天文学者の常識からは外れた天体のようです。

５．巨大ブラックホールの大量発見

さらにジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠鏡は、予想外の発見もしました。それは１２０億

～１３０億年前の「巨大ブラックホールの大量発見」です。ブラックホールとは光さえ

逃げられない天体ですが、周りのガスを飲み込むときに強い光を出すため、観測する

ことができます。

ブラックホールが成長するには時間がかかるため、この昔の時代の巨大ブラック

ホールはとても珍しいと従来は考えられていました。実際にこれまですばる望遠鏡な

どによる観測が行われてきましたが、巨大ブラックホールの数は同じ時代の銀河に

比べると１０００分の１以下と見積もられていました。そのため、視野の狭いジェイム

ズ・ウェッブ宇宙望遠鏡では１個も見つからないだろうと考えられていました。

図５．ジェイムス・ウェッブ宇宙望遠鏡により発見された１２０億―１３０億年前の巨大ブラック
ホールの存在する１０個の銀河。多様な銀河の色や形は、巨大ブラックホールが様々な種
類の銀河に普遍的に存在することを示しているのかもしれない。©ＮＡＳＡ，ＥＳＡ，ＣＳＡ，
Ｈａｒｉｋａｎｅ ｅｔ ａｌ．

図５．ジェイムス・ウェッブ宇宙望遠鏡により発見された１２０億―１３０億年前の巨大ブラック
ホールの存在する１０個の銀河。多様な銀河の色や形は、巨大ブラックホールが様々な種
類の銀河に普遍的に存在することを示しているのかもしれない。©ＮＡＳＡ，ＥＳＡ，ＣＳＡ，
Ｈａｒｉｋａｎｅ ｅｔ ａｌ．
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ところがデータを詳しく調べたところ、なんと１０個も見つかったのです （図５）。こ

れは予想の５０倍以上で、ブラックホールが想像以上に早く成長していた可能性を

示しています。これらのブラックホールは、現在の宇宙の同じような銀河にあるブラッ

クホールと比べると１０～１００倍も重く、銀河と比べて早いスピードで成長したことが

示されています。つまり「巨大ブラックホールは昔の宇宙では珍しい」という従来の常

識が、大きく揺らいだのです。

さらに、これらのブラックホールが存在する銀河も、ジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠

鏡の高い性能によって直接観測できました（図５）。画像には、ブラックホールからの

光だけでなく、周囲の銀河の光も写っており、その色や形はさまざまです。これは、巨

大ブラックホールが特別な銀河に限らず、いろいろな種類の昔の銀河に普遍的に存

在していた可能性を示しています。

６．元素の起源を探る

ジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠鏡の活躍は銀河やブラックホールだけではありませ

ん。昔の銀河の中にある酸素や窒素、炭素といった「重い元素」の量を調べることに

も成功しています。

このような昔の銀河の元素量の研究は、天文学の分野において非常に注目され

ています。なぜならば銀河の元素量の測定を通じて、宇宙の中でどのように元素が

増えてきたのかを知ることができるからです。宇宙が誕生した直後には水素やヘリウ

ムしかありませんでした。酸素や炭素などは星の内部で核融合によって作られ、超新

星爆発で宇宙にまき散らされていきます。

ジェイムス・ウェッブ宇宙望遠鏡は昔の銀河の光を分解することで分光スペクトル

を取得し、その中に含まれる多くの元素の輝線をこれまでになくはっきりと捉えました

（図６）。ジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠鏡の登場以前はアルマ望遠鏡で５時間観測

することで、酸素の輝線をようやく１本検出する程度でした。しかしジェイムズ・ウェッ

ブ宇宙望遠鏡は同じ５時間の観測で、水素・酸素・ネオンの輝線を合計１０本も検出

することに成功しており、これにより１３１億年前という昔の宇宙で、銀河の酸素の量を

精度良く測定することが初めて可能になりました。このデータは発表当時天文学者に

衝撃を与え、しばらくは皆この話題で持ちきりでした。また、一部の銀河では窒素が異

常に多く含まれていることもわかりました。これは従来の理論では説明できず、もしか

したら太陽の１万倍もの重さを持つ特別な星が関係しているのかもしれません。

７．これからの展望

ジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠鏡のおかげで、人類はこれまで不可能だった「宇宙

の夜明け」をのぞき見ることができるようになりました。最初の銀河や星がどのように生

まれたのか、ブラックホールがどうやって大きくなったのか、宇宙の中で元素はどう増

ＱＵＥＳＴ ＦＯＲ ＣＯＳＭＩＣ ＤＡＷＮ
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えていったのか。まだ謎はたくさん残っていますが、ジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠鏡

はその答えに一歩一歩近づいています。宇宙１３８億年の歴史の中で、今まさに最

後のフロンティアが開かれつつあるのです。

著者紹介 播金 優一（はりかね ゆういち）

１９９１年生まれ。東京大学理学部卒、東京大学大学院

理学系研究科修了。博士（理学）。国立天文台、英国ユ

ニヴァーシティ・カレッジ・ロンドンの研究員を経て、２０２０年

より東京大学宇宙線研究所・助教。専門は銀河観測でジ

ェイムズ・ウェッブ宇宙望遠鏡やすばる望遠鏡、アルマ望

遠鏡を使って宇宙史を通した銀河の形成を研究している。

令和５年度文部科学大臣表彰若手科学者賞、２０２３年

度日本天文学会研究奨励賞。

図６．ジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠鏡によって取られた１３１億年前の銀河の分光スペクト
ル（下図）と、その銀河の画像（上図）。下のスペクトルの中には水素（赤色）、酸素（青色）、
ネオン（緑色）など、元素の輝線が多く見られ、これらの輝線の強さから、元素の存在比を
調べることができる。©ＮＡＳＡ，ＥＳＡ，ＣＳＡ，ＳＴＳｃＩ

図６．ジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠鏡によって取られた１３１億年前の銀河の分光スペクト
ル（下図）と、その銀河の画像（上図）。下のスペクトルの中には水素（赤色）、酸素（青色）、
ネオン（緑色）など、元素の輝線が多く見られ、これらの輝線の強さから、元素の存在比を
調べることができる。©ＮＡＳＡ，ＥＳＡ，ＣＳＡ，ＳＴＳｃＩ

ＹＵＩＣＨＩ ＨＡＲＩＫＡＮＥ
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星空ガイド １１月１６日～１２月１５日

※惑星は２０２５年１２月１日の位置です。

よいの星空
１１月１６日２２時頃

１２月 １日２１時頃

１５日２０時頃

あけの星空
１１月１６日 ４時頃

１２月 １日 ３時頃

１５日 ２時頃

［太陽と月の出入り（大阪）］

月 日 曜 日の出 日の入 月の出 月の入 月齢

１１ １６ 日 ６：３２ １６：５２ ２：４０ １４：３１ ２５.６

２１ 金 ６：３７ １６：５０ ７：３１ １７：０４ ０.８

２６ 水 ６：４２ １６：４８ １１：２６ ２１：４５ ５.８

１２ １ 月 ６：４６ １６：４７ １３：５０ ２：０３ １０.８

６ 土 ６：５０ １６：４７ １７：５２ ８：１５ １５.８

１１ 木 ６：５４ １６：４７ ２３：３４ １１：４６ ２０.８

１５ 月 ６：５７ １６：４８ ２：２８ １３：２４ ２４.８

星空ガイド
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ふたご座流星群

今年も、ふたご座流星群の時期がやってきまし

た。今年は月の影響が少なく、昨年のふたご座流星

群や今年のペルセウス座流星群と比べて、多くの流

星を見ることができそうです。今年２０２５年のふたご

座流星群の極大は、１２月１４日（日）１４時頃と予

想されています。ですので、１４日の夜から１５日の

未明にかけて、特に多くの流星を見ることができるで

しょう。ふたご座が天頂付近まで昇ってくる１時～２時ごろには、空の暗い所で見ると

１時間に５０個程度、街中でも１０個程度の流星が期待されます。

２時半ごろには東の空に半月よりやや欠けた月が昇ってきますが、街明かりのある

場所から流星を見る場合は、月明かりの影響を気にする必要はありません。また、望

遠鏡や双眼鏡も必要ありませんので、肉眼で広く見渡すようにしましょう。流星は、ふ

たご座の辺りだけでなく空のどの場所にも見えるので、ふたご座の方向にこだわらず、

まぶしい街灯や月などのない方向の空を見上げると良いでしょう。１２月は寒い季節

なので夜遅くまでの活動は難しいですし、高地へ行きますと凍結や降雪などの恐れも

あります。観察する場合には十分に暖かい恰好をして、無理をせずご自宅付近から

見ることをお勧めします。

ちなみに、流星は宇宙空間を漂うチリが大気に衝突して発光する現象です。流星

群にはチリを放出する母天体があり、その多くは彗星と考えられています。しかし、ふ

たご座流星群は他の流星群とは異なり、母天体は小惑星フェートンです。彗星は主

成分が氷で太陽に近づくと蒸発してチリを放出しますが、小惑星はそうではありませ

ん。フェートンの主成分は岩石であり、太陽に最も近づいたとき、その表面温度が

７００℃にも達することで、表面が熱分解されてチリが放出されるという説があります。

今回の流星群は他の流星群とは違う起源を持っていると思いながら、流星を見てみ

るのも良いかもしれません。
三田村 耕平（科学館学芸スタッフ）

［こよみと天文現象］

月 日 曜 主な天文現象など

１１ １８ 火 明方にしし座流星群が極大

２０ 木 ●新月（１６時）

月が今年最遠（１２時・４０６６９５㎞）

水星が内合

２１ 金 天王星が衝

２２ 土 小雪（太陽黄経２４０°）

２３ 日 水星が近日点通過

２５ 火 明方の低空に水星と金星が接近

２８ 金 上弦（１６時）

月 日 曜 主な天文現象など

１２ ４ 木 月が今月最近（２０時・３５７１０８㎞）

５ 金 ○満月（８時）

７ 日 大雪（太陽黄経２５５°）

月と木星がならぶ

８ 月 水星が西方最大離角

１０ 水 明方に月とレグルスがならぶ

１２ 金 下弦（６時）

１４ 日 ふたご座流星群が極大（１４時）

星空ガイド
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分子をつくってみよう

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

この世界のどんな物質も、「原子」という

小さなつぶの集まりです。原子の大きさ

は、だいたい１千万分の１ｍｍ！ぜったい

に目で見えません。そして、いくつかの原子

がつながったのが「分子」です。分子もまだ

小さすぎて目に見えませんが、物質の色や

電気の流れやすさ、固さなどの性質をしら

べたり、新たな物質をつくったりする化学者

はみな、分子や原子を想像しながら研究

をしています。

ペーパークラフトのように組み立てること
も けい

ができる分子模型「ＰｕｚＭｏｌ（パズモル）」で

いっしょに分子を組み立てて遊びながら、

小さな世界を想像してみましょう。分子模型は持ち帰ることができま

す。

山本典史 先生（千葉工業大学工学部応用化学科 教授）、

株式会社 ＱｕｎａＳｙｓ （キュナシス）

光・量子飛躍フラッグシッププログラム（Ｑ‐ＬＥＡＰ）

このページはジュニア科学クラブ（小学校５・６年生を対象とした会員制）のページです。

ジュニア科学クラブ 11ジュニア科学クラブ 11ジジュュニニアア科科学学ククララブブ 1111

１１月１６日（日） ９：４５ ～ １１：３０
◆集 合：研修室（展示場地下１階） ９：３０～９：４５の間に来てください

◆もちもの：会員手帳・会員バッジ、筆記用具
※最新の情報は、科学館公式ホームページ（ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ／）をご覧ください。

前半のプログラム
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皆さん、初めまして。３月よりプラネタ

リウムの投影を担当しています、松本怜

（まつもとさとし）と申します。

プラネタリウムの投影は私にとって初

めての経験です。普段、プラネタリウム

を見に行くこともあまり多くはないので、

まさにゼロからの挑戦になります。です

が、「宇宙が好き、科学が好き」という気

持ちには自信があります。宇宙や科学

の楽しさ・魅力をたくさん伝えられるよう

に頑張りたいと思います。

私は小さい頃から宇宙や科学に興味があり、宇宙の勉強をするために物理学の道

に進みました。大学院では相対性理論や宇宙論を専攻していて、特にブラックホー

ルに興味があったので、ブラックホールが物質を吸い込んだ後に、吸い込んだ物質

の特徴（回転や電荷など）を持ったブラックホールが出来るのか？という「ブラック

ホールの無毛定理」と呼ばれる分野に関する研究をしていました。

実は私、学生時代は数学があまり得意ではありませんでした。なので、数学を使わ

ない道に進もうと考えていたのですが、偶然読んだ本で、宇宙を学べる学問が物理

学だということを知って、「自分が勉強したいのはこれだ！」と思い、物理学を学ぶこと

を決めました。宇宙やブラックホールが好きという一心で理系に進んだのです。今、

その選択は大正解だったと思っています。

自分が夢中になれる世界を教えてくれた

本にはとても感謝しています。

自分が心から熱中できるものに出会え

ることはとても幸運なことです。私が本を

通して物理学と出会えたように、プラネタリ

ウムを通して、皆さんに科学との幸運な出

会いがありますようにと願いながら、これか

らも邁進していきます。

皆さんとプラネタリウムでお会いできる日

をお待ちしています。

松本 怜（プラネタリウム担当）

学芸員補助スタッフ紹介

画像３．ＳＯＲＡ‐Ｑが月面で撮影したＳＬＩＭ
ⒸＪＡＸＡ／タカラトミー／ソニーグループ（株）／同志社大学

新スタッフ紹介
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「見えてきた！系外惑星」をめぐる２つの話題

１１月３０日に、プラネタリウム「見てきた系外惑星」が終了しますが、太陽系以外

の惑星についての２つの話題をご紹介しましょう。

１．恒星ＨＤ１３５３４４Ｂの周りの惑星候補

宇宙の星の周囲には、ガスや塵が集まった「原始惑星系円盤」があり、惑星はそこ

で誕生します。天文学者は今回、その誕生の瞬間を捉えた可能性があります。

注目されたのは地球から約４４０光年の若い星ＨＤ１３５３４４Ｂ。周囲の円盤には

渦巻き模様があり、何かが動いて形を作っている証拠とされます。これまでＥＳＯのＶ

ＬＴで観測されていましたが、惑星の直接証拠はありませんでした。

新装置「ＥＲＩＳ」による観測で、渦巻腕の基部に惑星候補を発見しました。普段は

直接、自ら光っていない惑星を撮像するのは難しいのですが、形成期には赤外線を

放つので、撮像の可能性があります。

調べてみると、その惑星候補の質量は木星の約２倍、主星からの距離は海王星と

太陽の距離に相当します。円盤に埋もれている惑星の撮像に、今回成功しました。こ

れにより惑星形成の理解が大きく進展します。

原典：ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ.ｅｓｏ.ｏｒｇ／ｐｕｂｌｉｃ／ｎｅｗｓ／ｅｓｏ２５１３／

図１．左はＥＳＯのＶＬＴで撮影したもの、右はＡＬＭＡで撮影した画像。ＥＳＯ；Ｆ．Ｍａｉｏ ｅｔ
ａｌ．、Ｔ．Ｓｔｏｌｋｅｒ ｅｔ ａｌ．、ＡＬＭＡ（ＥＳＯ／ＮＡＯＪ／ＮＲＡＯ）；Ｎ．ｖａｎ ｄｅｒ Ｍａｒｅｌ ｅｔ ａｌ．
図１．左はＥＳＯのＶＬＴで撮影したもの、右はＡＬＭＡで撮影した画像。ＥＳＯ；Ｆ．Ｍａｉｏ ｅｔ
ａｌ．、Ｔ．Ｓｔｏｌｋｅｒ ｅｔ ａｌ．、ＡＬＭＡ（ＥＳＯ／ＮＡＯＪ／ＮＲＡＯ）；Ｎ．ｖａｎ ｄｅｒ Ｍａｒｅｌ ｅｔ ａｌ．

天文の話題
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２．ジェームズ・ウェッブ宇宙望遠鏡と生命探し

ジェームズ・ウェッブ望遠鏡（ＪＷＳＴ）は、たまたま系外惑星の軌道が横向きで、

主星の手前を横切る時（トランジット）、惑星の大気にどのような成分があるかを調べ

ることができます。例えば、酸素やメタンなど、その系外惑星に生命がいると出てくる

ような「バイオシグネチャー」がないかどうか、ＪＷＳＴは見つけようとしています。

もしバイオシグネチャーっぽいガスが見つかっても、それだけでは「生命がいる！」

とは言えません。なぜなら、そういうガスは自然の現象でもできることがあるからです。

最近、科学者たちは「ハイセア惑星」という新しいタイプの惑星に注目しています。

これは、地球より少し大きくて、水素が多い大気と、液体の海があるかもしれない惑

星です。

ＪＷＳＴは、こうした惑星の一つ「Ｋ２‐１８ｂ」を観察しています。この惑星は地球か

ら約１２０光年離れていて、地球の８.６倍の重さがあります。

科学者たちは、この惑星に生命がいる可能性があるかどうかを調べています。

最近、この惑星に「バイオシグネチャー」が見つかりました（異論もあります）。

果たしてＫ２‐１８ｂに、本当に生物はいるのでしょうか？

原典：ｈｔｔｐｓ：／／ｓｃｉｅｎｃｅ.ｎａｓａ.ｇｏｖ／ｂｌｏｇｓ／ｗｅｂｂ／２０２５／０４／１８／ｈｏｗ‐ｎａｓａｓ‐

ｗｅｂｂ‐ｔｅｌｅｓｃｏｐｅ‐ｓｕｐｐｏｒｔｓ‐ｏｕｒ‐ｓｅａｒｃｈ‐ｆｏｒ‐ｌｉｆｅ‐ｂｅｙｏｎｄ‐ｅａｒｔｈ／

９ポ
８ポ

図２．系外惑星Ｋ２‐１８ｂの想像図。©ＮＡＳＡ，ＣＳＡ，ＥＳＡ，Ｊ．Ｏｌｍｓｔｅｄ（ＳＴＳｃＩ）図２．系外惑星Ｋ２‐１８ｂの想像図。©ＮＡＳＡ，ＣＳＡ，ＥＳＡ，Ｊ．Ｏｌｍｓｔｅｄ（ＳＴＳｃＩ）

石坂 千春（科学館学芸員）

Ｃ．ＩＳＨＩＺＡＫＡ
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岩塩の潮解１３５

大阪市立科学館の展示場３階「物質の探究」のフロアに

は、昨年のリニューアル８月時から大きな岩塩が展示されてい

ます。と言っても、実は元展示してあった場所から、右側へ少

し移動しただけなのですが。リニューアル前の展示場の壁が黄

色でしたので、オレンジ色の岩塩と色が被って、なじむような感

じでしたが、リニューアルに伴い壁が白くなったので、くっきりと

目立つようになりました。

いまだに、２００８年設置以降、日本にある最大の岩塩の塊

であることには変わりません。

科学館の岩塩は、ポーランド産

当館に展示している巨大な岩塩は、直径約８００㎜、高さ１,４００㎜、重量２,１００

㎏というサイズです。２００８年に東京の「たばこと塩の博物館」から譲り受け、当館で

展示が始まりました。

こちらの岩塩の出所ですが、１１～１７世紀にポーランドの首都があったクラクフとい

う地域にあるヴィエリチカ岩塩抗という所です。ご存知の方も多いと思いますが、この

ヴィエリチカ岩塩抗は、１９７８年から登録が始った世界遺産の記念すべき初回に認

定されました。現在も塩を採掘している岩塩抗としては、最古のもので、１１世紀頃か

ら採掘が始まっています。ただ、採掘といっても現在は、研究や観光用が主だそうで

す。

このヴィエリチカ岩塩が取り出された岩塩坑は、地下約３３０ｍまで９層に分かれて

掘られており、現在まで推定約７５０万ｍ３の塩が掘り出されています。重さにすると

１６.２×１０６ｔと想像を絶する重さになります。内部には、礼拝堂、彫刻などがありま

す。

ちなみにポーランドは、今から２３００万年～５００万年前は海でしたが、やがて周り

の土地の隆起から塩湖になり、水が干上がりました。そして地面が隆起して岩塩の

ドームのような形になったといわれています。

万博パキスタンの塩も潮解していたとか

さて、１０月１３日に終了した大阪関西万博。最後の１か月は、万博会場へ入るの

も予約が取れず、一苦労という状態でしたね。万博が始まって７月下旬に、以前科

学館に務めていた岳川さんから、「小野さんコモンズＤ館の岩塩見ましたか？」と連絡

をもらいました。教えてもらったのはパキスタンのブースに岩塩が展示してあるというこ

写真１．移設中の岩塩写真１．移設中の岩塩

化学のこばなし
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物質名 潮解性 その他

塩化カルシウム（ＣａＣｌ２） 強い 除湿剤で使われる

塩化マグネシウム（ＣａＣｌ２） 強い にがりとして利用

水酸化ナトリウム（ＮａＯＨ） 強い 化学実験でおなじみ。劇薬

塩化アンモニウム（ＮＨ４Ｃｌ） やや強い 水に溶けると冷たくなる（吸熱）

塩化ナトリウム（ＮａＣｌ） 弱い 潮解はしにくいが、べたつく

とでした。まだ少しゆとりのあった７月下旬のことで

したので、すぐ見ることができましたが、圧巻でした

ね。床のブロックから、棒にいくつもの塊がついて

おり、ブース内を埋め尽くしていました。あの会場

の塩の量は１２トンだとか。当館の岩塩の６倍の重

さになりますね。気になったのは。塩が溶けないか

（潮解）でしたが、ボランティア？の人に聞きました

が、やはり溶けたりしますとのこと。当館の岩塩も

２０２５年の夏はいつも以上に潮解していたような

気がします。溶けて垂れていった塩が下の方で白

い塊になっていますが、例年にも増して増えたよう

です。ちなみにこの潮解というのは、固体が空気

中の水分（湿気）を吸収し、自ら溶け出す現象の

ことです。

特に塩類に見られる性質で、吸湿性が非常に

高い物質が起こす現象です。ですので、空気中

の水蒸気が多いとこの現象が起きやすくなりま

す。ちなみにこの性質を利用して、私たちの周りで

は押し入れなどに入れる吸水剤、「水取り〇〇」

などが販売されています。この吸水剤には、吸湿性が高く安全性もある塩化カルシウ

ムが使われています。以下に主な塩類の定性的な潮解の度合いを記しておきます。

こうやってみると塩（ＮａＣｌ）は、潮解しにくいのですが、夏の休館日の空調の入って

いない展示場では、温湿度が高くなり、岩塩の表面もしっとりしてしまうのです。

それが、少しずつ下の方に垂れていき、赤色の岩塩が純粋なＮａＣｌとして、下の方

によく見慣れた白い塩として析出しています。大阪の夏の気候では仕方のないことで

しょうか。展示している岩塩は地震などの揺れで倒れないよう、しっかりバンドで固定

はしているのですが、たまに（潮解のことが）気になって、固定具合を確認していま

す。まあ、潮解ということだけで緩むのは、まだまだ先のことだよなと、ひとり苦笑いして

おります。

小野 昌弘（科学館学芸員）

写真２．万博会場のパキスタン
ブースの塩。幻想的でもありました。
写真２．万博会場のパキスタン
ブースの塩。幻想的でもありました。

Ｍ．ＯＮＯ
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水晶が好きだった宮沢賢治（３）

京都薬科大学 名誉教授 桜井 弘

３．非晶性シリカ鉱物（準鉱物）オパール（蛋白石）

オパール（写真６）

は完全な潜晶質であ

るため、厳密には準鉱

物ですが、国際鉱物

学連合ではオパール

を正式な鉱物としてい

ます。日本語名は蛋

白石で、名前の由来

は鶏卵の白身に似て

いるためとされていま

す。英語のｏｐａｌは、ギ

リシア語ｏｐａｌｌｉｏｓやラテン語ｏｐａｌｕｓに起源を持ち、これらの語は、サンスクリット語で

（宝）石を意味するｕｐāｌā［ｓ］に起源があると考えられています。賢治がオパールを扱
なら

った作品では、ユーモアとスリルにあふれる『楢ノ木大学士の野宿』が特によく知られ

ています。

宝石学の専門家、楢ノ木大学士は、「貝の火兄弟商会」の赤鼻の支配人から上

等の蛋白石（オパール）探してほしいと依頼を受け、大学士はそれを受けて宝石探し
がん けい

の旅に出かけます。野宿第一夜は河原で寝て、四人兄弟の岩頸（マグマが硬化して

できた岩山）の会話の夢を、第二夜は石切り場の鉱物たちが話し合っている夢を、第
ほら

三夜は海岸の崖の洞で恐竜に食べられそうになる夢を見ます。しかし、楢ノ木大学

士は何の成果も得られずに帰り、支配人は困ります。大学士は支配人に旅費の袋を

投げつけて帰れと怒り、支配人は袋を拾って帰るしかありませんでした。大学士は葉

巻をくわえて、天井を斜めに見ながらにやっと笑ったというお話です。この童話の最後

で、大学士はおもしろいことを言っています。

にじ

「実際蛋白石ぐらゐたよりのない宝石はないからね。今日虹のやうに光ってゐる。

あしたは白いたゞの石になってしまふ。今日は円くて美しい。あしたは砕けてこなご
なら

なだ」。 『楢ノ木大学士の野宿』

水晶が好きだった宮沢賢治

写真６．オパール
（コモンオパール（左）とプレシャスオパール（右）、蛋白石）

（ｈｔｔｐｓ：／／ｊａ.ｗｉｋｉｐｅｄｉａ.ｏｒｇ／ｗｉｋｉ／ｏｐａｌ）

写真６．オパール
（コモンオパール（左）とプレシャスオパール（右）、蛋白石）

（ｈｔｔｐｓ：／／ｊａ.ｗｉｋｉｐｅｄｉａ.ｏｒｇ／ｗｉｋｉ／ｏｐａｌ）
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ガラス質の石英が多く入っている岩石が流紋玻璃と言われる鉱物です。オパール

は、ガラス質の石英の微細な粒と水の分子が結合してできている鉱物ですので、大

学士のいうように、宝石になるようなオパールは、流紋玻璃のすきまにできていること

が多いそうです。賢治は、よくオパールの性質を理解していたことがわかります。

また、「貝の火」という物語では、オパールが変質していく様子を次のように美しく表

現しています。

ほのほ

「玉は赤や黄の焔をあげてせはしくせはしく燃えてゐるやうに見えますが、実はやは

り冷たく美しく澄んでゐるのです。目にあてて空にすかして見ると、もう焔は無く、天

の川が綺麗にすきとほってゐます。目からはなすと又ちらりちらり美しい火が燃えだ

します。」
はげ ぢ ら い く わ

「それはまるで赤や緑や青や様々の火が烈しく戦争をして、地雷火をかけたり、の
ひらめ

ろしを上げたり、又いなづまが閃いたり、光りの血が流れたり、さうかと思ふと水色の
ほのほ ば

焔が玉の全体をパッと占領して、今度はひなげしの花や、黄色のチュウリップ、薔
ら

薇やほたるかづらなどが、一面風にゆらいだりしてゐるやうに見えるのです。」

『貝の火』

この文章を読むだけで、オパールの素晴らしい美しさが目に浮かび、感動してしま

います。

ここに紹介しましたように、賢治はいかにシリカ鉱物類をよく観察し研究して作品に

取り入れていたかがわかります。来年２０２６年は、賢治の生誕１３０年の記念の年と

なりますので、これを機に、大阪市立科学館の鉱物標本をご覧になりながら、賢治の

作品を味わってみるのはいかがでしょうか？

［参考文献］

１） 『宮沢賢治全集１～１０』ちくま文庫（１９８６～１９９５年）

２） 板谷栄城『宮澤賢治 宝石の図鑑』平凡社（１９９４年）

３） 板谷栄紀『賢治博物誌』れんが書房新社（１９７９年）

４） 北出幸雄『宮沢賢治と天然石』青弓社（２０１０年）

５） 加藤碩一・青木正博『賢治と鉱物』工作舎（２０１１年）

６） 桜井弘『宮沢賢治の元素図鑑』化学同人（２０１８年）

７） 桜井弘『『銀河鉄道の夜』の元素と鉱物の世界』１４回連載 現代化学（２０１９～

２０２０年）

ＨＩＲＯＭＵ ＳＡＫＵＲＡＩ

桜井 弘
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科学館行事予定

プラネタリウム 開演時刻

土日祝休日 １０：１０ １１：００ １２：００ １３：００ １４：００ １５：００ １６：００ １７：００

１１月 ★
ファミリー

系外惑星 星の降る夜
ファミリー

系外惑星 星の降る夜 系外惑星
学芸員ＳＰ

１２月 星の一生 ヒストリア 星の一生 ヒストリア 星の一生

平 日 ９：５０ １１：００ １１：５５ １３：００ １４：００ １５：００ １６：００

１１月
学習投影 ファミリー 学習投影

星の降る夜 系外惑星 星の降る夜 系外惑星

１２月 ヒストリア 星の一生 ヒストリア 星の一生

所要時間：各約４５分間、途中入退場不可

★１２／２１（日）１０：１０の回は小学５・６年向け「冬休みの天体観察」を特別投影します。
１２／２３～１２／２６は土日祝休日スケジュールになります（学芸員スペシャルの投影はありません）。
スケジュールは変更する場合があります。最新の情報は科学館公式ホームページをご覧ください。

月 日 曜 行 事

開催中
プラネタリウム「見えてきた系外惑星」「星の降る夜に」（～１１／３０）

巡回企画展「野辺山天文台展」（～１１／２４）

１１ ２３ 日 実験ワークショップ「野菜ロケットを飛ばそう！」（申込終了）

２９ 土 天体観望会「月と土星を見よう」（１１／１８必着）

３０ 日 工作ワークショップ「手回し発電機を作ろう」（申込終了）

１ 月 メンテナンス休館（～１２／４）

５ 金
プラネタリウム「星の一生」「宇宙ヒストリア」（～２０２６／３／１）

企画展「静電気の世界」（～２０２６／２／８）

１２ ７ 日 サイエンスガイドの日（詳しくは科学館公式ホームページをご覧ください）

１１ 木 中之島科学研究所コロキウム

２１ 日 学びあうサイエンス・キッズ広場２０２５（申込不要）

２８ 日 年末年始休館（～２０２６／１／５）

インフォメーション

１２月末までの
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サイエンスショー 開演時刻
各回の演目は館内掲示・ホームページでご確認ください。

土・日・祝休日は複数の演目を演示しています。

１１：００ １３：００ １４：００ １５：００
土・日・祝休日、１２／２３～１２／２６ ○ ○ ○ ○

平日 － － ○ －

所要時間：各約３０分間 会場：展示場３階サイエンスステージ ※各回先着９０名

大阪市立科学館 ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ／

電 話：０６‐６４４４‐５６５６ （９：００～１７：３０）

休館日：毎週月曜日（１１／２４は開館）、１１／２５、１２／２～１２／４、１２／２８～１／５

開館時間：９：３０～１７：００ （プラネタリウム最終投影は１６：００から）

所在地：〒５３０‐０００５ 大阪市北区中之島４‐２‐１

インフォメーション

● 系外惑星：見えてきた系外惑星 ● 星の降る夜：星の降る夜に ● 星の一生：星の一生
● ヒストリア：宇宙ヒストリア ● 学芸員ＳＰ：学芸員スペシャル
● ファミリー：ファミリータイム（幼児とその保護者を対象にしたプラネタリウム・約３５分間）
● 学習投影：事前予約の学校団体専用（約５０分間）
☆プラネタリウム投影中、静かに観覧いただけない場合はプラネタリウムから退出していただきます。
観覧券の返金・交換はできませんのでご了承ください。

中之島科学研究所 第１５８回コロキウム

中之島科学研究所の研究員による科学の話題を提供するコロキウムを開催します。

■日時：１２月１１日（木） １５：００～１６：４５ ■場所：研修室 ■申込：不要 ■参加費：無料

■テーマ：静電気実験機器あれこれ

■講演者：猪口睦子（研究員）

■概要：１２月５日より静電気の探求過程から現代での応用まで幅広く紹介する企画展「静

電気の世界」を開催しています。中でも特に静電気の性質を利用した実験機器に着目し、

その歴史や仕組みなどについてご紹介します。
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友の会 行事予定

月 日 曜 時間 例会・サークル・行事 場所

１５ 土
１２：１０～１３：４５ 英語の本の読書会 第２会議室＋Ｚｏｏｍ

１４：００～１６：００ 友の会例会 研修室＋Ｚｏｏｍ

１６ 日 １４：００～１６：００ りろん物理（場の理論） 工作室

１１
２２ 土

９：３０科学館集合 合宿天体観望会（～１１／２４） 潮岬青少年の家

１４：００～１６：００ うちゅう☆彡むちゅう 第２会議室＋Ｚｏｏｍ

２３ 日
１０：００～１２：００ 天文学習 工作室＋Ｚｏｏｍ

１４：００～１６：３０ 科学実験 工作室

１３ 土
１１：００～１６：３０ りろん物理 第２会議室

１７：３０現地集合 星楽（せいら） 次ページ記事参照

１４ 日
１３：３０～１５：００ 化学 第２会議室

１２
１５：３０～１６：３０ 光のふしぎ 第２会議室＋Ｚｏｏｍ

２０ 土
１２：１０～１３：４５ 英語の本の読書会 第２会議室＋Ｚｏｏｍ

１４：００～１６：００ 友の会例会 研修室＋Ｚｏｏｍ

２１ 日 １４：００～１６：００ りろん物理（場の理論） 工作室

２７ 土 １４：００～１６：００ うちゅう☆彡むちゅう 第２会議室＋Ｚｏｏｍ

１２月の天文学習サークルと科学実験サークルの予定は調整中です。うちゅう１２月
号でご確認ください。

友の会サークルは、会員が自主的に学習し合う集まりです。
科学館内が会場のサークルは、参加申込は不要です。記載の日時に会場にお越しのう
え、世話人に見学の旨お伝えください。テキスト代など実費が必要なものもあります。初めて
参加される場合は、まずは見学をおすすめします。

最新情報は、科学館ホームページ・友の会会員専用ページでご確認ください。

友の会例会報告

１０月の例会は、１８日に開催しました。メインのお話は、「巡

回企画展『野辺山天文台展』の紹介」で西野学芸員のお話で

した。

休憩を挟んで、ノーベル化学賞「北川進さん」のお話と、友

の会サミット２０２５の紹介が小野学芸課長からありました。また

レモン彗星のお話が飯山学芸員からありました。参加者は科

学館会場に３２名、Ｚｏｏｍで１９名の合計５１名でした。

友の会
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大阪市立科学館 友の会事務局

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｋｉｔａ.ｏｓａｋａ.ｊｐ／～ｔｏｍｏｎｏｋａｉ／

電 話：０６‐６４４４‐５１８４ （開館日の９：３０～１７：００）

メール：ｔｏｍｏ＠ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ

郵便振替：００９５０‐３‐３１６０８２ 加入者名：大阪市立科学館友の会

友の会入会は随時受け付けています。年会費３０００円、入会資格は中学生以上です。
詳しくは科学館ホームページ、友の会ホームページをご覧ください。

１１月の友の会例会

友の会の例会では、学芸員による「今月のお話」の他、会員同士での科学に関する話題

の発表があり、科学の話題に触れて会員同士の交流を深めるチャンスです。Ｚｏｏｍを利用し

たオンライン参加のほか、科学館研修室での参加も可能です。

１９：００からはＺｏｏｍを利用した、交流会（おしゃべり会）も開催いたします。

■日時：１１月１５日（土）１４：００～１６：００ ■会場：科学館研修室、Ｚｏｏｍ

■今月のお話：「ちょっと先取り『静電気の世界』」 猪口学芸員

１２月５日からの開催に向けて準備中の企画展「静電気の世界」から一部先行して、静電

気の性質を利用した実験機器について、それぞれの歴史や仕組みなどをご紹介します。

サークル星楽（せいら）

サークル星楽は、電車で奈良県宇陀市まで向かい、日帰りで天体観望を行います。

■日時：１２月１３日（土） １７：３０～ ■集合：近鉄三本松駅前

■申込：サークル星楽のホームページ ｈｔｔｐｓ：／／ｃｉｒｃｌｅｓｅｉｒａ.ｗｅｂ.ｆｃ２.ｃｏｍ／ （推奨）

または、世話人さんへ電子メール（ｃｉｒｃｌｅ_ｓｅｉｒａ＠ｙａｈｏｏ.ｃｏ.ｊｐ）にて。

■申し込み開始：１１月１３日（木） ■申込締切：１２月１０日（水）

■備考：参加費は不要（無料）です。天候不良時は中止します。最終電車までに解散します

が、早く帰ることも可能です。詳しくはサークル星楽のホームページをご覧ください。

友の会講演会（予告）

友の会では、年明けの２０２６年１月１１日（日）の午後に、科学館研修室を会場に、講演会

を計画しております。詳細はうちゅう１２月号でご案内いたします。ご予定下さい。

友の会ネット掲示板のご案内

インターネット上で友の会の会員さん同士の交流ができる場所として、

掲示板を設置しています。こちらのＵＲＬからご利用ください。

ｈｔｔｐ：／／ｔｏｍｏ-ｏｓｍ.ｂｂｓ.ｆｃ２.ｃｏｍ／

友の会

２３



巡回企画展「野辺山天文台展」開催中

現在展示場１階にて、巡回

企画展「野辺山天文台展」を

開催しています。

「野辺山天文台」は正式には

「国立天文台野辺山宇宙電波

観測所」で、１９８２年より４５ｍ

電波望遠鏡での電波観測が

行われています。４０年以上経

った現在も現役で、国内外の

多くの研究者がこの望遠鏡で

研究や装置の開発・改良などを進め

ており、電波天文学における国際的

な拠点となっています。

本企画展では、野辺山天文台の

観測の歴史や、電波望遠鏡のしくみ

などを解説パネルで紹介していま

す。また、以前野辺山天文台で実際

に使われていた「音響光学型電波分

光計（ＡＯＳ）」（の一部）も合わせて

展示しています。これは、４５ｍ電波

望遠鏡で受信した電波を超音波に

変換し、そこに平行レーザー光を当て屈折した光をレンズで集めることで、広い周波

数範囲を細かく分光できる装置です。観測開始以来、世界最大の電波分光計とし

て３０年以上活躍し、世界初の巨大ブラックホールの観測や多数の新たな星間分子

の発見など、多くの科学的成果を残しています。現在は計算機の発達に伴い、デジ

タル分光計へと置き換わっています。

なお野辺山天文台は、今年４月より公開された某有名アニメ映画にて取り上げら

れたことで、一躍有名になりました。この映画を見られた方も、そうでない方も、ぜひこ

の機会に本企画展で野辺山天文台の歩みをご覧ください。

西野 藍子（科学館学芸員）
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「学芸員の展示場ガイド」では、サイエンスガイドの方といろんな展示を動画で
紹介しています。ホームページからアクセスできますので、ぜひご覧ください！

展示場へ行こう


